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は、欠測データは①missing at random（MAR）、②missing completely at random（MCAR）、③missing 












栄養疫学の分野では、FFQ の欠測メカニズムが MNAR であると考えられてきたため、多重補完法
を用いた研究はあまり行われていない。本研究では、FFQ の欠測データについて、単一補完法と
多重補完法を比較し、栄養摂取量推定への影響について検証を行った。 
方法：J-MICC 岡崎研究では、2007～2011 年に岡崎市医師会公衆衛生センターにて 35～79 歳の検
診受診者を対象にベースライン調査を実施し、約 5 年後に同センター受診又は郵送により第二次
調査を実施した。調査データは、FFQ（81 項目）を含む自記式調査票及び検診結果より収集した。
ベースライン調査及び第二次調査の参加者 5,321 名のうち、ベースラインの FFQ（FFQ1）の回答
に欠測がない 5,151 人を解析対象とした。総摂取エネルギー及び推定栄養摂取量は、FFQ の 41 項
目以上に回答があり、総摂取エネルギー量 600～3500kcal の解析対象者についてのみ算出した。第
二次調査の FFQ（FFQ2）について、（A）FFQ1 値の代入、（B）摂取頻度 0 及び portion size 1 の代
入、（C）多重補完法を用いて欠測値を補完した。（C）は連鎖方程式による多重補完法（MICE）
を用い、60 データセットを作成した。補完モデルは FFQ2 の 81 項目に加え、第二次調査参加時の
年齢、性別、飲酒習慣、喫煙習慣、勤務形態、学歴、BMI、身体活動量、第二次調査への参加方
法を共変量とした。推定栄養摂取量の算出ののち、結果を単一の推定値に統合した。 
結果：解析対象者 5,151 人のうち、FFQ2 に欠測が見られなかったのは 3,673 人（71.3%）であった。





















【方法】J-MICC 岡崎研究では、2007～2011 年に岡崎市医師会公衆衛生センターにて 35～79 歳
の検診受診者を対象にベースライン調査を実施し、約 5 年後に同センター受診または郵送によ
り第二次調査を実施した。調査データは、FFQ（81 項目）を含む自記式調査票及び健診結果よ
り収集した。ベースライン調査及び第二次調査の参加者 5,321 名のうち、ベースラインの FFQ
（FFQ1）の回答に欠測がない 5,151 人を解析対象とした。総摂取エネルギー及び推定栄養摂取
量は、FFQ の 41 項目以上に回答があり、総摂取エネルギー量 600～3,500kcal の解析対象者に
ついてのみ算出した。第二次調査の FFQ（FFQ2）について、（A）FFQ1 値の代入、（B）摂取





【結果】解析対象者 5,151 人のうち、FFQ2 に欠測が見られなかったのは 3,673 人（71.3%）で











 プレゼンテーション終了後、第 1 副査の早野からは、表２の欠測カテゴリーを解析に使用し
た場合のバイアス、補完法間の比較の検定方法の妥当性、FFQ1 を gold standard とすることの
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